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○防災意識啓発，高揚に関する広報活動。

○広報誌の発行，座談会，映写会等の集会の

開催

○情報連絡・伝達訓練を実施する。

○規約や年間活動計画および予算・決算の作

成や編成。

○組織内の連絡網の整備。

○公的防災関係機関および地域内の事業所，

学校等との折衝，協議。

○初期消火訓練の計画及び実施。

○消火資機材の準備と管理及び保守点検。

○消火資機材の操作の習熟訓練。

○応急手当等の習得・習熟訓練の実施。

○用具や救急用品の整備。

○救出・救護訓練の実施。特に高齢者や障害

者の方々の救出・救護の研究。

○指定の避難ルートや集合場所の確認と安全

点検。

○避難用具の準備と整備。

○地域の災害時要援護者の把握と避難誘導方

法の研究。

○避難誘導訓練の実施及び危険箇所の確認。

○本部員の召集と「対策本部」の設置。

○あらかじめ決められている役割分担の確

認。

○各班の活動統制を行う。

○給食給水資機材の確保と定期点検。

○地域住民への食料・飲料水の備えの呼びか

け。

○炊きだし等の給食給水訓練の実施。

○地域のり災者の人数の把握と炊き出し等の

給食活動を行う。

○地域の避難所の確認。

○避難所での運営マニュアルの作成。

日常の活動 災害時の活動

○災害情報の収集・伝達を迅速的確に行う。

○被害状況の正確な把握。

○防災関係機関への連絡及び防災機関から

の住民への重要事項の伝達。

○消火用具，機材等の準備と消防水利を確

認して出動待機。

○出火防止と消火活動及び消防機関への協

力。

○負傷者の救出・救護活動を行う。

○高齢者や障害者の方々の安全確認や支援

を行う。

○防災関係機関の救護所の開設，活動に協

力する。

○避難ルートの安全確認，あるいは安全

ルートの確定。

○先導隊による安全の確認と災害時要援護

者の優先誘導。

○避難開始のタイミングの決定のための状

況把握。

○地域のり災者の人数の把握と炊き出し等

の給食活動を行う。

○防災関係機関が行う給水活動や応急物資

の調達配分の協力。

○避難所での自主運営の実施。

○り災者の人数の把握と防災関係機関への

報告

組織活動に「女性の視点」を反映させることを目的とする、各班から1～２名ずつの女性

のみで構成する委員会。各班の日常の活動や災害時の活動における課題について女性の視点

から話し合いを行い、検討した結果を本部に報告し、フィードバックする。
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災害発生時には、普段の生活と比べ様々な制約を受けます。過去の災害において、女性は男性に比べ制約を受けることが多いとい

う事例が多く報告されています。こうした問題を解決するためには、男女両方の視点を持って解決法を考える必要があります。こう

した背景から、地域の自主防災組織の活動において「女性の視点」がとても重要になります。そのため、役員の選出や班編成を行う

際には、年齢・性別が偏ることなく老若男女バランスよく構成することが理想的です。

・小さな子ども・妊婦・要援護者に配慮した避難誘導方法の検討ができる。

・プライバシーに配慮した避難所運営ができる。

・性別に偏らない避難所運営ができる。(物資配布・ゴミ処理・トイレ等)

・女性や子どもの安全・安心を確保について検討できる。

・女性に配慮した部屋割りの検討ができる。(授乳室・更衣室等)

・老若男女がわかりやすい広報活動や、女性でなければ気付かない情報収集・伝達について検討できる。

女性の視点を取り入れることによるメリット
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・女性向け救急用品の整備についての配慮ができる。

・救出・救護を受ける女性への配慮ができる。

女性の視点を取り入れることによるメリット

女性の視点を取り入れることによるメリット

女性の視点を取り入れることによるメリット

・アレルギーを持つ方や要援護者に配慮した食事の提供ができる。

女性の視点を取り入れることによるメリット


